
（詳細別紙１）

環境保全功労者功績内容等

部 局 氏名・年齢・住所・職業 主 要 経 歴 功 績

企画調整局 藤島 弘道（６４歳） 飯田保健所長 氏は昭和３９年に長野県に奉職以来、平成７年までの３２年間にわ
ふじしま ひろみち

( ) 長野県長野市西長野盲塚６８－８ 長野県衛生部長 たり公衆衛生行政に携わり、平成４年からは衛生部長として、長野県環 境 研 究 技 術 課
長野県衛生公害研究所長 長野県衛生公害研究所長 の行政を支えてきた。平成７年には長野県衛生公害研究所長に就任、

全国公害研協議会長 さらに県の環境審議会専門委員や（財）長野県廃棄物処理事業団の評
議員として環境保全行政の推進に貢献している。

また、平成９年度に全国公害研協議会会長に就任し、２年間に亘り

地方公害研究所の長期展望の確立や分析施設を含めた体制の確立等に
貢献するとともに、全国の地方公害研究所の連携の確保に尽力した。

さらに、環境庁においては、国立環境研究所評議員（長官任命）、
総合研究推進会議委員（企画調整局長委嘱）等として持てる知識と経

験を持って環境行政に貢献していただいている。

地球環境部 財団法人 オイスカ 設 立 昭和３６年１０月 １９８０年（昭和５５年）それまでの活動に加えて植林活動を開始
( 企 画 課 ) 東京都杉並区和泉３－６－１２ 会 員 約９，０００名 「苗木一本の国際協力」キャンペーンを展開。同キャンペーンは「ア

代 表 会長 中野 良子 ジア太平洋緑化運動」に賛同し、「森林の大切さ、その役割及び植林

等の重要性を全世界に啓発するともに、アジア太平洋地域の青年達が
自発的に取り組む緑化運動を支援・協力すること」目的に、植林ボラ

ンティアの派遣、植林プロジェクトの支援などの活動を実施。
さらに、一般的に「木を植える」習慣がないアジア太平洋地域で、

子供達に、森の大切さを知り緑を愛する心を培ってもらうために「子
供の森」計画を開始。学校単位で木を植え、自分達の力で森へと育て

てもらう運動。１９９１年にフィリピンの１７の学校で始まった同計
画は、現在１７か国１，８２２校（９８年５月現在）の学校が参加。

環境保健部 向野 和雄（６０歳） 九州大学医学部助手 昭和５１年１１月から現在まで熊本県公害被害者認定審査会・公害
む く の か ず お

( ) 神奈川県相模原市上鶴間 北里大学医学部助教授 健康被害認定審査会委員を勤められ、水俣病対策の推進に多大な貢献特 殊 疾 病 対 策 室

７－１７－９ 熊本県公害被害者認定審査会 をされている。
北里大学医療衛生学部教授 ・公害健康被害認定審査会 また、国の臨時水俣病認定審査会においても、昭和５４年２月から

委員 ８年間と平成５年６月から現在まで委員として、水俣病認定業務の推
臨時水俣病認定審査会委員 進に多大な功績がある。

北里大学医療衛生学部教授 さらに、昭和５２年から現在まで環境庁の委託研究である「水俣病

に関する調査研究」の研究班員として、神経眼科的診断法の確立及び
メチル水銀の視覚への影響の解明等の研究に従事するなど、水俣病対

策の推進に多大な貢献をされている。

（１）



部 局 氏名・年齢・住所・職業 主 要 経 歴 功 績

環境保健部 秋谷 忍（６６歳） 慶應義塾大学医学部助教授 国の臨時水俣病認定審査会において、平成３年６月から現在まで委
あ き や しのぶ

( ) 東京都保谷市富士町１－１５－１４ 産業医科大学教授 員を勤められ、水俣病認定業務の推進に積極的に貢献されており、そ特 殊 疾 病 対 策 室

永寿総合病院眼科顧問 臨時水俣病認定審査会委員 の功績は多大なものがある。
永寿総合病院眼科顧問 また、平成３年から平成６年まで環境庁の委託研究である「水俣病

に関する調査研究」の研究班員として、水俣病像の解明に尽力され

た。特に、神経眼科的診断法の確立及びメチル水銀の視覚への影響の
解明等の研究に従事するなど、水俣病対策の推進に多大な貢献をされ

ている。

自然保護局 松井 繁（７４歳） 北海道釧路市太平洋炭坑病院 国際湿地保全連合（ＷＩ）は、世界で唯一の水禽並びに湿地生態
ま つ い しげる

(野生生物課) 北海道札幌市中央区北六条西 整形外科医長 系の保護を専門に扱う国際環境保護団体である。氏は日本国政府（環

２０－１－１０ 松井整形外科医院院長 境庁）が昭和５６年に同連合に加盟することについて尽力した。
国際湿地保全連合日本委員会会長 桑園中央病院院長 同連合は、我が国については、環境庁及び専門家各１名、計２名の

日本白鳥の会会長 日本野鳥の会理事 国家代表を任命しており、氏は６０年から国家代表（専門家）に任命
され、地球規模での水禽並びに湿地生態系の保護に貢献している。

また、我が国は５５年に水鳥とその生息地の保全を目的とするラム
サール条約に加盟したが、氏は本条約に日本が加盟することについて

尽力した。
さらに氏は日本白鳥の会の創設に尽力し、日本全国に渡来する白鳥

の保護及び調査等を実施し、白鳥の生態解明にも貢献している。

大気保全局 大野 進一（６１歳） 東京大学生産技術研究所教授 自動車公害防止技術評価検討会検討員として「自動車公害防止技術
お お の しんいち

( ) 東京都町田市忠生２－１５－１０６ 東京都立科学技術大学教授 に関する報告書」を、自動車騒音低減技術評価検討会検討員として自動車環境対策第二課

東京都立科学技術大学教授 自動車公害防止技術評価検討 「自動車騒音低減対策技術に関する報告書」を取りまとめるなど、自
会検討員 動車騒音低減技術の開発状況の評価・検討に尽力し、多大な功績を残

自動車騒音低減技術評価検討 された。
会検討員 また、中央公害対策審議会騒音振動部会自動車騒音専門委員会委員

中央公害対策審議会騒音振動 として「今後の自動車騒音低減対策のあり方について」の答申の取り

部会自動車騒音専門委員会 まとめに尽力されるほか、中央環境審議会騒音振動部会委員、騒音評
委員 価手法等専門委員会委員として答申等の取りまとめに尽力するなど、

中央環境審議会騒音振動部会 騒音防止行政の推進に積極的に貢献している。
委員

（２）
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水質保全局 高橋 裕（７２歳） 東京大学工学部教授 水文学、河川工学の第一人者として、昭和４７年から中央公害対策
たかはし ゆたか

( ･ ) 東京都世田谷区等々力５－１８－７ 芝浦工業大学教授 審議会専門委員、６２年から同審議会委員・中央環境審議会委員とし地下水 地盤環境室

東京大学名誉教授 中央公害対策審議会専門委員 て地盤沈下対策及び水質汚濁防止等に尽力している。
中央公害対策審議会委員 特に、平成元年度からは地盤沈下部会長をつとめられ、近年顕著化

中央環境審議会委員 してきている渇水時における地盤沈下対策について新たな提案をして

同審議会地盤沈下部会長 いるほか、平成１１年４月には水質部会との合同審議により「環境保
全上健全な水循環に関する基本施策及び施策の展開」についてとりま

とめ、環境庁長官に対する意見具申を行うなど環境保全行政に多大の
貢献をしている。

水質保全局 村岡 浩爾（６２歳） 国立環境研究所水質土壌環境 環境水利学、河川工学の第一人者として、昭和６３年から中央公害
むらおか こ う じ

(水質管理課) 大阪府吹田市山田丘２ー１ 部長 対策審議会専門委員、平成元年から同審議会委員・中央環境審議会委

大阪大学大学院教授 大阪大学教授 員として、水環境の解明やその改善等水環境行政の推進に尽力してい
中央公害対策審議会専門委員 る。

中央公害対策審議会委員 特に、平成８年からは水質部会長をつとめられ、平成１１年２月に
中央環境審議会委員 は「水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の項目の追加

同水質部会長 等」についてとりまとめを行うとともに、平成１１年４月には地盤沈
下部会との合同審議により「環境保全上健全な水循環に関する基本施

策及び施策の展開」についてとりまとめ、環境庁長官に対する意見具

申を行うなど環境保全行政に多大の貢献をしている。

（３）


